
②今回（平成24年度）の診療報酬改定について 
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（出典）国民生活基礎調査から作成 

高齢者単身世帯の増加 

（※）介護を要する者のいる世帯数１万対 
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我が国における 
ベビーブーマーの高齢化 
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2025年までの増加数 

2005年 

高齢者人口（65歳以上）の増加数 
（ 2005年 → 2025年） 

（人） 

東京都、神奈川県、大阪府、埼玉県、愛知県、 
千葉県、北海道、兵庫県 、福岡県で、 

全体の増加数の約６０％ 

出典：国勢調査（平成17年） 
    国立社会保障・人口問題研究所「都道府県の将来推計人口（平成19年5月推計）」 

』（平成19年5月推計） 
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自宅 介護施設 その他 病院・診療所

【資料】 
2010年（平成22年）までの実績は厚生労働省｢人口動態統計｣ 
2011年（平成23年）以降の推計は国立社会保障・人口問題研究所｢人口統計資料集（2006年度版）｣から推定 

2010年 死亡者数 1,192千人 
     65歳以上  1,020千人 

実績 推計 

年 

人 

※介護施設は老健、老人ホーム 

死亡場所別、死亡者数の年次推移と将来推計 

2030年 推計死亡者数 1,597千人 
             (405千人増) 

2030年までに約40万人死亡者数が増加すると見込まれるが、看取り先の確保が困難 

課題 
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【入院】現在の一般病棟入院基本料等の病床数 

７対１ 

10対１ 

13対１ 

15対１ 

＜2010（H22）年の病床数＞ ＜2025(H37)年のイメージ＞ 

保険局医療課調べ 

地
域
に
密
着
し
た
病
床
（
24
万
） 

 328,518床 

248,606床 

33,668床 

66,822床 

療養病棟 
213,462床 

○ 届出医療機関数でみると10対１入院基本料が最も多いが、病床数でみると７対１入院 
   基本料が最も多く、2025年に向けた医療機能の再編の方向性とは形が異なっている。 

参考 
平成２３年11月25日 
中医協総会 
資料総－1 ｐ9 
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